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大
洗
町
に
は
65
歳
以
上
の
方
が
４
千
３
８
４

人
、
老
齢
人
口
比
率
は
全
国
と
茨
城
県
の
平
均

値
を
上
回
る
22
・
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
（
平

成
14
年
４
月
現
在
）。
こ
の
う
ち
６
３
０
人
の
方

が
ひ
と
り
暮
ら
し
で
す
。
ま
た
、
夏
期
以
外
に

町
を
訪
れ
る
宿
泊
観
光
客
の
40
％
以
上
が
61
歳

以
上
の
方
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

高
齢
化
社
会
が
進
む
中
、
お
年
寄
り
や
体
の

不
自
由
な
方
が
安
心
し
て
外
へ
出
か
け
る
こ
と

が
で
き
、
ゆ
っ
く
り
買
い
物
や
散
歩
が
楽
し
め

る
ま
ち
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
は
町
の
活
性
化
に
大
い
に
役
立

つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

様
々
な
観
点
か
ら
課
題
と
魅
力
を
探
る

町
で
は
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
研
究
会

（
委
員
長
＝
茨
城
大
学
斉
藤
義
則
教
授
）
を
組
織

し
▼
高
年
者
ク
ラ
ブ
▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
家

▼
大
洗
サ
ー
フ
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
ク
ラ
ブ

（
夏
期
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ビ
ー
チ
を
運
営
）
▼
商
店

や
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
店
主
▼
社
会
福
祉
協
議
会

▼
大
洗
町
職
員
▼
茨
城
大
学
地
域
総
合
研
究

所
・
都
市
計
画
研
究
室
の
各
メ
ン
バ
ー
の
参
加

の
も
と
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

研
究
会
は
商
店
街
部
会
（
部
会
長
＝
今
関
忠

之
氏
）
と
宮
下
旅
館
街
部
会
（
部
会
長
＝
石
井

藤
一
郎
氏
）
で
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ン

バ
ー
が
地
域
の
魅
力
、
課
題
解
決
等
に
つ
い
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
環
境
点
検
の
デ
ー
タ
を
基

本
に
話
し
合
い
を
進
め
ま
し
た
。
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１．家族との同居
62.5％が家族と同居していますが、18.4%の方がひとり暮らしとなっています。今回の調査ではひとり暮らし

のうち8割以上の方が女性でした。

２．自由時間の過ごし方と満足度

高齢者の生活実態アンケート（町内の高齢者健康づくりなどの活動参加者567人から回答）

商店街で環境点検を行うメンバー

お
年
寄
り
や
障
害
者
が
豊
か
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

―
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
活
動
報
告
―

過ごし方で多いのは、友人とのおしゃべ
り。次に高年者クラブ、そして趣味活動、
散歩、地域活動・ボランティア活動と続き
ます。しかし、友人とのおしゃべりでの満
足度は低く、地域活動やボランティア活動
に満足・生きがいを感じている方が多いこ
とがわかります。人とのコミュニケーショ
ンとあわせて、社会の中で自身が必要とさ
れているという意識が生きがいを見い出す
ことができると考えられます。



５．商店街との関わり
商店街に気軽に集

つど

えるところがあれば行ってみたいという方が、58.5％。そして電話やファ
ックスでの注文・宅配を利用したいと答えた方も38.1%となっており、商店街をこれからも生
活に密着した生活基盤として利用したいという方が多いことがわかります。

４．関心事・不安事・
コミュニケーションについて

自分の健康や病気のことについて関心が強く、
人の世話にならないことについても関心度が高い
ようです。今後の生活や世の中のことに関心や不
安を持っていることがわかります。
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３．買い物や通院などの日常生活
「自分の分と一緒に家族の分を買う」が27%、
「家族に買い物をしてもらう」が25.6%で、自分
自身での購買機会が多いことがわかります。また、
通院も自分でしているというケースが35.5%。同
居家族に送迎してもらっているが21.7％で、機会
があれば自分の足で出かける高齢者が増えること
が見込まれます。

日頃からよく話をする人で多いのは、地域
の人・近所の人。次いで同居家族、配偶者、
友人、そして高年者クラブのメンバーとなっ
ています。一方で、これはあいさつや世間話
だけにとどまり、悩み事やプライベートな話
はやはり家族や配偶者にということのようで
す。
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宮
下
か
ら
海
岸
に
抜
け
る
遊
歩
道

宮下旅館街部会検討事項
【基本方針】コミュニケーションの回復と継続

今ある良さの再発見と活用

●交流連携の強化

磯前神社をはじめ住民、ボランティア団体と交流・連携を深め、

経営者間で連携を深める

●“品位”を感じられる旅館街

歩道の整備、ゴミ集積所の検討、障害物の撤去など

●地域資源の再発見

海岸遊歩道の散策ルートの設定、オープンカフェなどの活用

今後の課題

長期的に宮下地区の持つ共通の課題が見えてきました。実際の

営業に関することなので地域においての更なる話し合いを進め

ていく。
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段差がなく、車椅子の方にも利用しやすい
入口（常陽銀行大洗支店）

商店街部会検討事項
【基本方針】今ある良さを活用し福祉と連携による商店街のにぎわい

を回復する。

●歩行者空間の確保

道路交通の見直しや迷惑駐車の撤廃・電柱の地中化など

●高齢者・障害者との交流促進

空き店舗を利用した高齢者交流スペースの設置、電話・ファックス

利用による買い物支援など

●にぎわい回復

路地を活用して港町の雰囲気をＰＲ、レトロなイメージの活用など

今後の課題

商店経営者以外の住民の方々からの様々な意見について話し合いを

重ね、個々の商店で対応できること、空き店舗の活用など、今でき

ることから実践していく。

宮下旅館街の福祉マップアンケート調査
（旅館・ホテルから回答をいただきました）

宿泊客の横ばい、減少傾向が続くなか、アンケートでは66.7％の旅館・ホテルが高齢者や障害者の利

用を歓迎すると答えており、高齢者や障害者が新たな客層として注目されていることがわかります。一

方で高齢者、障害者が一人でも宿泊できると答えたのは8.3%にとどまっており、単身で泊まる場合の

受け入れ態勢に関してはまだ不安な面があり、判断しかねている状況があるようです。

地元商店街の福祉マップアンケート調査
曲松、永町、髭釜、大貫商店街全店舗に実施（108軒から回答をいただきました。）

このアンケート結果から、90.7％の商店が高齢者や障害者を歓迎するとの回答がありました。地元商

店街は、設備面でのバリアフリー対応はまだ整備されておらず、時間がかかりますが、客と地域が密着

した交流を提供できるだけでなく、買い物の手助けもできるような心のバリアフリーという面から積極

的な取り組みの姿勢をもっていることがわかりました。



・商店街を歩いている方は年輩の方が多い�
・一人暮らしの方が商店街にもっと足を運ぶよう�
　な雰囲気をつくる�
・お茶を飲みにちょっと寄れるような雰囲気づくり�
・路上駐車、店舗入り口の段差やスロープ�
　がないなどの問題点�

歩いてみて感じたこと�歩いてみて感じたこと�歩いてみて感じたこと�
第一回ワークショップ�
環境チェック  商店街編�

レトロなポスト�

バス停のいす�
お年寄りの憩いの場�

タイルが同じなどの統一感、�
駐車スペースが○�

ポンプ式の井戸�

歴史を感じさせる建物�

なつかしの駄菓子屋さん�

マル�
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バリアフリーでの取り組みは、歩行者が主体となった交通体系の見直しや、通路の段差解消などの構

造面でのバリアフリーと、利用する全ての人を思いやる心のバリアフリーが一体となって初めて実現可

能となります。

今回の商店街部会と宮下旅館街部会では、すぐにでも取り組めるような具体的提案がたくさんありま

した。人にやさしいまちづくりに消極的な人たちにもこの重要性に賛同していただき、具体的な行動目

標についてプロジェクトチームを編成し、実践しながら運営体制を確立してゆくことにしています。

多くの意見を反映した人にやさしいまちづくりによる活性化の実現に向けて進めていきます。より多

くの方々のご参加をお待ちしています。

申込み・問合せ 町長公室　まちづくり担当　@267－5111（内線213）

これからの取り組み



5月24日、アクアワールド・大洗がオープン65

日目で入館者50万人を突破しオーシャンシアター

で記念セレモニーが行われました。50万人目の入

館者となったのは龍ヶ崎市の鴻巣さんご一家。「ま

だ出来たばかりなのにもうそんなに人が来ているの

ですか」と驚かれていました。

また、セレモニー

では、イルカのジ

ャンプやステージ

へのランディング

も行われ、遠足で

訪れた幼稚園児な

ど約800人から

歓声があがってい

ました。

平成15年8月実施予定�

住民基本台帳カードを持っている方は、�
転入転出時に窓口に行くのが一回ですみます。�

住民基本台帳カードで�
いろいろなサービスが受けられます。�

全国どこの市区町村でも�
住民票の写しの交付が受けられます。�

引越しの忙しい時に�
２回も役所に行くのは大変ね�

住基ネットで、�
どこでも住民票の�
写しがとれます！�

印鑑登録証や公共施設利用カード、
たくさんのカードがあって大変だ�

住民票の写しをとるために、�
仕事を休まなくちゃならないわ�

住民基本台帳カードを�
持っている方は、窓口に行くの
が転入時の一回ですみます！�

住民基本台帳カードが�
希望者に交付されます。�

また、このカード１枚でいろいろな�
サービスが受けられます！�

問合せ 大洗町役場住民課
@267-5111 内線112・113

総務省・指定情報処理機関のホームページ
でもご覧なれます。
http://www.lasdec.nippon-net.ne.jp/
rpo/juki-net_top.htm
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住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
い
き
ま
す

―
住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
ま
す
―

町政�町政�町政�町政�

大
洗
わ
く
わ
く
科
学
館

来
館
者
20
万
人
達
成

大洗わくわく科学館が5月5日に来館

者20万人を達成いたしました。

20万人目の幸運な来館者は、埼玉県

からゴールデンウィークを利用して大洗

町に訪れた海老沼さんご一家。

20万人達成式典では、飯島館長から

ガリレオ温度計やエコはがきが記念品と

して贈呈されました。

アクアワールド・大洗入館者50万人

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
と
は
、
総
務
省
に
よ

り
、
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
各
官
庁
の
行
政
事
務
の
効
率
化

を
図
る
目
的
で
、
国
お
よ
び
都
道
府
県
と
、
全
国
の
市
区
町
村
の

住
民
基
本
台
帳
を
電
話
回
線
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
で
結
び
、
本

人
の
確
認
を
効
率
よ
く
行
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

平
成
15
年
８
月
を
本
格
稼
働
の
予
定
で
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

シ
ス
テ
ム
稼
働
後
は
、
全
国
ど
こ
の
市
区
町
村
で
も
住
民
票
の

写
し
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
住
所
地
を
移
動
し
た
場
合

の
転
入
・
転
出
時
の
申
請
事
務
の
簡
素
化
な
ど
が
図
ら
れ
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
を
運
用
す
る
に
あ
た
り
、
平
成
14
年
８
月
頃
に
住
民

票
に
記
載
さ
れ
る
「
住
民
票
コ
ー
ド
」（
個
人
番
号
）
を
皆
様
に

通
知
い
た
し
ま
す
。
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
（
４
月
27
日
〜
５

月
６
日
）
県
内
外
か
ら
町
に
は
多
く
の
お
客
様
が
訪

れ
ま
し
た
。
お
さ
か
な
市
や
わ
く
わ
く
科
学
フ
ェ
ア
、

マ
リ
ン
タ
ワ
ー
ふ
れ
あ
い
広
場
や
港
中
央
公
園
野
外

ス
テ
ー
ジ
の
竣
工
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
訪

れ
た
み
な
さ
ん
は
好
天
に
恵
ま
れ
た
休
日
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

「
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
来
遊
客
は
ど
う
だ
ろ
う
」
大

き
な
期
待
を
し
て
連
休
を
迎
え
ま
し
た
。

期
待
ど
お
り
、
ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
に
は
期
間
中
約
14
万
５
千
人

が
訪
れ
、
駐
車
場
対
策
で
サ
ン
ビ
ー
チ
か
ら
運
行
さ
せ
た
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
に
大
勢
の
行
列
が
で
き
、
循
環
バ
ス
利
用
者
も
期
間
中
４

千
人
余
が
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
食
堂
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
宿
泊

施
設
も
こ
れ
ま
で
に
な
い
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
来
遊
客
を
予
想
し
て
開
設
し
た
お
さ
か
な
市
に
も
多

く
の
方
々
が
訪
れ
、
出
店
さ
れ
た
方
も
忙
し
く
魚
市
場
は
活
況
を

呈
し
ま
し
た
。

そ
の
に
ぎ
わ
い
の
反
面
、
交
通
渋
滞
の
苦
情
や
食
事
場
所
が
少

な
い
、
休
憩
所
等
が
不
足
し
て
い
る
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。
受

け
皿
が
な
い
と
せ
っ
か
く
の
お
客
様
が
他
に
流
れ
て
い
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
食
事
場
所
や
休
憩
所
、
買
い
物
が
楽
し
め
る
所
を
充
実

さ
せ
て
い
く
と
大
洗
の
魅
力
が
よ
り
高
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

リ
ピ
ー
タ
ー
を
確
保
し
来
遊
客
数
を
安
定
さ
せ
、
ど
の
よ
う
に

し
て
我
が
町
の
元
気
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
か
、
つ
ま
り
地
域
産
業

と
来
遊
客
を
し
っ
か
り
と
結
び
つ
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

５
月
26
日
、
町
の
魅
力
づ
く
り
を
検
討
す
る
「
連
携
と
交
流
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
漁
業
、
農
業
、
水
産
加
工
業
、
商
業
、
飲
食
業
、

旅
館
業
な
ど
異
業
種
の
方
々
と
大
学
教
授
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、

学
識
経
験
者
等
に
参
加
を
い
た
だ
き
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
観
光
地
は
温
泉
や
施
設
、
自
然
景
観
な
ど
に
依
存

し
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
そ
の
地
域
が
培
っ

て
き
た
文
化
、
生
活
の
知
恵
や
技
を
活
か
し
た
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。
大
洗
の
す
ば
ら
し
い
自
然
環
境
を
活
か
し
た
「
海

の
学
校
」
や
異
業
種
連
携
で
取
り
組
む
「
地
産
地
消
」
な
ど
を
考

え
て
お
り
ま
す
。
当
日
、
漁
協
婦
人
部
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
、
食
生
活

改
善
推
進
員
連
絡
会
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
る
大
洗
の
素
材
を

使
っ
た
海
山
彩
弁
当
は
、
２
０
０
名
の
参
加
者
に
大
好
評
で
し
た
。

今
こ
そ
大
洗
の
持
っ
て
い
る
自
然
や
食
や
人
を
活
か
し
、
人
が

輝
き
、
町
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
を
み
ん
な
の
力
を
合
わ
せ
て
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

大
洗
マ
リ
ン
タ
ワ
ー
隣

に
港
中
央
公
園
野
外
ス

テ
ー
ジ
が
完
成

／５３


